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調査地遠景（北から）　点線丸が調査地点　画面左上は花月川

調査地全景（北西から）
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1.本書は、令和元年度に市教育委員会が実施した吹上遺跡12次調査の発掘調査報告書である。

2.調査は鉄塔建設工事に伴い、九州電力株式会社送配電カンパニー大分送配電統括

　センター（現　九州電力送配電株式会社大分支社）の委託業務として日田市が受託し、

　日田市教育委員会が事業主体となり実施した。

3.調査にあたっては、関係者および地元の方々にさまざまなご協力をいただいた。

　記して感謝申し上げます。

4.調査現場での遺構実測は、発掘調査補助業務（周辺地形図・遺構等平面図作成）を

　扇精光コンサルタンツ株式会社大分事業所に、土層断面図・小児用甕棺墓実測図を

　有限会社九州文化財リサーチに委託した。また出土遺物のうち石器の実測・製図及び

　写真撮影は株式会社埋蔵文化財サポートシステム大分支店に、土器類の実測・製図

　及び写真撮影は雅企画有限会社に委託し、各成果品を使用した。調査現場での写真撮

　影は行時が行った。なお、石器の器種分類は今田による。

5.本書に掲載した空中写真は、有限会社測量企画センターに委託した成果品である。

6.自然科学分析は、株式会社火山灰考古学研究所に委託し、成果品を掲載した。なお、

　掲載にあたり、試料採取場所の遺構名等をⅢの遺構名にあわせて行時が変更した。

7.挿図中の方位は、方眼北を示している。 

8.写真図版の遺物に付した数字番号は、挿図番号に対応する。

9.出土遺物および図面・写真類は、日田市埋蔵文化財センターにて保管している。 

10.本書の執筆はⅣを除いて行時が行い、全体の編集は行時が行った。



4

 
 

1 
4 
5 

1  5 

 2  5 
20 

1 . 12  

20 

2 12  

 22 

3 12  
14C 25 

30 

 
1 1/10,000 3 

2 12 1/2,500  

3 

3 1/30,000 4 

4 1/250 6 

5 1/100 6 

6 3  

1/20 1/8 1/4 7 

7 1 1/30 8 

8 1 1/4 9 

9 1 1/4 10 

10 1 1/4 11 

11 2 4 1/30 1/4  

12 

12 8 1/30 14 

13 8 1/4 15 

14 6 9 6  

1/40 1/60 1/4 16 

15 9 1/4 1/3  

17 

16 1/2 2/3 18 

17 2/3 19 

18 26 

19  

26 

20  

28 

21 28 

5 9  

6  

7  

8  

 
1

2 2

3 3

4 3

5 27

6  

29

 
1 26 

2 26 

3 26 

4 26 

5 28

6 28 

7 28 

8 31 

9 32 

10 33 

1
4
5
5

5

20

26

26

26

26

28

28

28

31

32

33

3

3

4

6

6

17

18

19

26

26

28

28

2

2

3

3

27

29

12

14

15

16

7

8

9

10

11

20

22

25

30



1

30 12 3 2 4 1

185 2 6

199-1 1 7

2018091 93

1

30 12 19 31 3 5 8

7

6 25 35 5

9

5 100

8 13

9 9 3 3

9 17 2 3 31  

 

10 10  

10 10 11 15

1 2 5

5

10 28

11 18 11 22

12 13

2 1

3 3 3  

2 4 2

27 28 3 3

120  

2 8 11 12 7

3 2 1 2 12 3 1

3 3 30 2 2

2 12 1 3 3 26

3  



2

 

12

 

 

2019  

 

 

  7  

4  

 

 

 

 

 
2 2020  

 

 

   

9  

 

 

 

3 2021  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3

 

0 100ｍ

図中の小さな数字は調査次数を示す
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0 5ｍ

1 号土坑

2号土坑

4号土坑

6号土坑

8号土坑

9号土坑

※5・7号土坑は欠番

3号土坑

小児用甕棺墓

140.00ｍ139.75ｍ

0 10ｍ
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Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｂ

Ｂ’

140.20ｍ

2 号土坑

小児用甕棺墓

3号土坑

小児用甕棺墓・3号土坑土層

140.20ｍ

1
2

3
4

56
7

9 5

7 8 8

1～4：小児用甕棺墓埋土
1：暗褐色粘質土。炭・焼土混じり。地山ブロック含む。
2：淡橙褐色粘質土（地山を掘りあげた土）＋暗褐色粘質土ブロック
3：褐色粘質土＋地山ブロック
4：淡橙褐色粘質土（地山を掘りあげた土）＋暗褐色粘質土ブロック

5～8：3号土坑埋土
5：暗褐色粘質土。炭・焼土混じり。小礫含む。
6：褐色粘質土＋地山ブロック　3層より地山ブロックの割合が多い。
7：淡橙褐色粘質土（地山の土か）＋暗褐色粘質土ブロック
8：暗褐色粘質土
9：暗褐色粘質土＋地山ブロック　地山ブロックの割合が多く、やや明るめの色調

0 1ｍ

0 10 20 ㎝
0 10cm 

1

2（3 号土坑）

（小児用甕棺墓）
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中央ピット

9 9

1011
11

12

13

14
14

15
15

16 16
17 17

1～8：中央ピット埋土
1：褐色粘質土。地山ブロック・炭・焼土・土器を縞状に含む。
　締りが強い。
2：褐色粘質土。地山ブロックを含む。
3：暗褐色粘質土。炭・焼土を含む。黒っぽい。
4：褐色粘質土＋地山ブロック
5：褐色粘質土＋暗褐色粘質土ブロック。地山ブロック・炭・
　焼土含む。
6：暗褐色粘質土。地山ブロック・炭・焼土含む。
7：黒褐色粘質土。炭・焼土含み黒っぽい。
8：褐色粘質土＋白色粘質土（地山）ブロック。炭・焼土含む。

9～17：1号土坑埋土
9：暗褐色粘質土。炭・焼土含む。炭が多く黒っぽい。
10：暗褐色粘質土。地山ブロック・炭・焼土含む。
11：褐色粘質土。地山ブロック・炭・焼土含む。
12：白色粘質土（地山）＋11層
13：褐色粘質土。地山ブロック・炭・焼土含む。
14：暗褐色粘質土。炭・焼土含む。
15：橙褐色粘質土（地山）＋褐色粘質土。炭・焼土含む。
16：褐色粘質土＋橙褐色粘質土（地山）ブロック。炭・焼土
　  含む。
17：暗褐色粘質土。地山ブロック・炭・焼土含む。

★

★

★

★

●

★ 放射性炭素（14Ｃ）年代測定試料

　サンプリング位置

● 遺物出土位置

　（平面図の遺物の位置を土層図に反

　映している）

●
● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

第 7 図　1号土坑実測図（1/30）

調 査 区 外

0 1ｍ

139.00ｍ

試料Ａ

試料Ｂ

試料Ｃ

試料Ｄ

根

表土　褐色粘質土　地山ブロック・炭・焼土含む

1

2

3 4

5

6

7

8

8-2

9-11
9-13

8-2、9-19・29
9-22

8-6

8-3、9-33

9-27・33

10-38

16-1

8-1・4、9-34
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2 11 17 3 8  

3 0.9

1.08

3

 

1  

17 8  

 
3 6 2  

2

1.45 25  

 

掘りすぎ

9号土坑

1

2

3

4

1：暗褐色粘質土。土器・炭・焼土を含む。地山ブロックを含む。
2：茶褐色粘質土
3：褐色粘質土。地山ブロックを含む。
4：暗褐色粘質土

140.20ｍ

140.10ｍ

1

2

3

4

1：暗褐色粘質土　小土器片・炭・焼土を含む
2：暗褐色粘質土＋地山（明橙褐色粘質土）ブロック
3：地山（明橙褐色粘質土）ブロック＋暗褐色粘質土ブロック
4：地山（明橙褐色粘質土）を掘って埋めた土か　わずかにやわらかい

0 1ｍ
2号土坑

4号土坑

0 10cm 

　　1

（4号土坑）
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9 14 17 4 5 7 8  

4

5.4 5.9
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1.6
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2003  

1 2
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13-6・14・17

Ａ Ｂ

Ｃ

ｓ

13-3

13-2・5・15・16・18

Ａ
Ｂ

Ｃ

0 1ｍ

1：暗橙褐色粘質土　地山を掘って埋めた土か
2：暗褐色粘質土　炭・焼土を含む　土器片を多く含む
3：黒褐色粘質土　炭・焼土を含む
4：暗茶褐色粘質土　炭・焼土を含む
5：暗褐色粘質土＋明褐色粘質土　炭・焼土を含む
6：暗褐色粘質土　炭・焼土を含む
7：明褐色粘質土
8：暗茶褐色粘質土　炭・焼土を含む
9：暗褐色粘質土　炭・焼土を含む
10：褐色粘質土　炭・焼土を含む
11：黄褐色粘質土　粘性強い　地山を掘って埋めた土か
12：黒褐色粘質土　炭・焼土を含む
13：暗褐色粘質土　炭・焼土を含む　土器片を多く含む
14：明橙褐色粘質土　地山を掘って埋めた土
15：暗褐色粘質土＋白褐色粘質土ブロック　炭・焼土を含む
16：白褐色粘質土
17：淡褐色粘質土　

表土：やや暗い褐色粘質土　炭・焼土・微小な土器片を含む

140.50ｍ

1
2

3
4

5
6

7
8

9

10 11

1213 14
15
16

17
13-2・5・15・16・18

13-4

ｓ

● ● ●

● 遺物出土位置

　（平面図の遺物の位置を土層図に反映している）
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第 14 図　6・9号土坑及び 6号土坑出土土器実測図（1/40・1/60・1/4）

調査区外につき未掘

0 1ｍ

0 1 2 3ｍ

9号土坑土層

1：暗茶褐色粘質土　ローリングの著しい土器片・炭・

　淡黄褐色粘質土（地山）ブロックを多く含む

2：暗褐色粘質土　ローリングの著しい土器片・炭を多

　く含む　しまり強い

3：明茶褐色粘質土　しまりなし

4：明褐色粘質土　しまりなし

5：褐色粘質土　しまりなし　土器片・炭含む

6：明茶褐色粘質土　しまりなし　地山ブロック含む

7：6層＋地山ブロック

8：明茶褐色粘質土　しまりなし　地山ブロック含む

9：暗褐色粘質土

10：明黄褐色粘質土　地山の崩落か

11：暗褐色粘質土　炭含む

12：明黄褐色粘質土　地山の崩落か

13：地山ブロック＋暗褐色粘質土ブロック

14：ピンク色がかった明黄褐色粘質土　地山の崩落か

15：暗褐色粘質土

16：暗黄褐色粘質土

17：明赤褐色粘質土　地山の崩落か

18：明黄褐色粘質土　地山の崩落か

19：赤褐色粘質土

20：暗赤褐色粘質土

21：褐色粘質土

22：暗褐色粘質土

23：暗褐色粘質土

24：赤黄褐色粘質土

25：赤黄褐色粘質土＋暗褐色粘質土ブロック

26：明赤黄褐色粘質土

27：字黄褐色粘質土＋暗褐色粘質土ブロック

28：明黄褐色粘質土

29：明赤黄褐色粘質土

30：赤黄褐色粘質土

31：明赤黄褐色粘質土

32：褐色粘質土

33：明赤黄褐色粘質土

34：赤黄褐色粘質土

35：明黄褐色粘質土

36：白黄褐色粘質土

37：明黄褐色粘質土

38：暗黄褐色粘質土

39：明赤黄褐色粘質土

40：明赤黄褐色粘質土

41：明黄褐色粘質土

42：暗黄褐色粘質土

43：赤黄褐色粘質土

44：黄褐色粘質土

45：淡赤褐色粘質土

46：明赤褐色粘質土

47：白赤褐色粘質土

48：明赤褐色粘質土

49：明赤黄褐色粘質土

50：明赤褐色粘質土

51：暗黄褐色粘質土

52：黄褐色粘質土

53：白赤褐色粘質土

54：明赤褐色粘質土

55：白赤褐色粘質土

※上層：1・2層

　中層：3～ 9層

　下層：10 ～ 21 層

　22 層以下は自然堆積層と

　考えられる。

140.20ｍ

水抜け穴

6号土坑

9号土坑

139.60ｍ

1
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4

5

6
7

89
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0 10cm 

1

2

①

② ③

②

①②③：自然科学分析試料サンプリング位置

（調査区東壁・9号土坑周辺部）

テフラ分析（第 18 図 T1 ～ T17)

植物珪酸体分析（第 20 図 P1・2）

（調査区東壁・9号土坑周辺部）

　テフラ分析（第 18 図 T25）

（調査区東壁・9号土坑南地点）

テフラ分析（第 18 図 T1 ～ T11)

植物珪酸体分析（第 20 図 P1 ～ 3）

③
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9 10 12 12

17 1 2 4 6 1 2 4 5 6

9 10 11 12  

12 13 14 16  

 
15 17 8  

 

15 8 9

 

17 7 17 18  

1

2

3

4 5

6 7

8 90 10cm 0 10cm

(6・7・9)(1 ～ 5・8)
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1（1 号土坑 -1）

2（9号土坑上層）
3（9号土坑上層）

4（9号土坑）

5（1号土坑） 6（4号土坑）

7（9号土坑）

8（9号土坑上層）

9（9号土坑上層）

10（9号土坑上層）

11（8号土坑）

12（9号土坑上層）

1～ 3：石庖丁

4磨製石剣か

5：砥石

6：磨製石斧

0 5 ㎝

0 5 ㎝

7・8：二次加工石器（打製石斧か）

9～ 12：打製石斧
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1（9 号土坑）

2（9号土坑上層）

3（1号土坑） 4（9号土坑）

5（9号土坑）
6（9号土坑上層）

7（一括）

8（2号土坑上層）

9（9号土坑上層） 10（9号土坑上層）

11（9号土坑上層）
12（9号土坑）

13（9号土坑上層）

14（9号土坑上層）

15（1号土坑中央ピット）

16（9号土坑上層）

17（一括）

18（一括）

1～ 6：打製石鏃

7：尖頭状石器

8：石錐か

9：スクレイパーか

10：スクレイパー

11・12：二次加工剥片

13：両面加工石器

14：剥片

15 ～ 18：使用婚剥片

0 5 ㎝
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表２　調査区東壁の火山ガラス比分析結果
計合　　　他のそ　　物鉱重　　物鉱軽 　 スラガ山火 　　料試点地

　　bw（cl） 　　bw（pb）　　bw（br） 　　　　md　　pm（　　pm（fb）
9号土坑周辺部 T3 1 0 0 0 1 0 154 63 31 250

T5 1 0 0 2 1 1 146 73 26 250
T9 0 0 0 0 0 0 139 76 35 250
T11 0 0 0 1 1 0 107 53 88 250
T13 0 0 0 1 1 0 140 69 39 250
T25 0 1 1 1 1 0 153 67 26 250

9号土坑南地点 T3 0 1 0 0 1 0 149 68 31 250
T4 0 0 0 0 0 0 171 59 20 250
T7 0 0 1 1 0 0 165 59 24 250
T9 0 0 0 1 1 0 172 56 20 250
T11 0 0 0 1 0 0 169 68 12 250

bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，cl：無色透明，pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．数字は粒子数．

表３　調査区東壁の重鉱物組成分析結果
地点 試料 　  　　ol 　　　opx 　　cpx 　　　am 　　　bi 　　opq 　　その他 　　　合計
9号土坑周辺部 T3 0 2 0 46 0 195 7 250

T5 0 6 0 48 0 193 3 250
T9 0 1 1 48 0 195 5 250
T11 0 22 4 71 0 152 1 250
T13 0 4 0 59 0 184 3 250
T25 0 14 0 68 0 159 9 250

9号土坑南地点 T3 0 2 0 43 0 200 5 250
T4 0 2 0 39 0 208 1 250
T7 0 2 0 60 0 186 2 250
T9 0 2 0 67 0 176 5 250
T11 0 2 0 64 0 183 1 250

ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，bi：黒雲母．数字は粒子数．

表４　屈折率測定結果
献文スラガ山火　 　　 　 　ラフテ・料試・点地

屈折率（n）  測定点数
吹上遺跡調査区東壁・9号土坑周辺部・試料T5 1.500 　　　　1 本報告

1.511 　 　   1
吹上遺跡調査区東壁・9号土坑周辺部・試料T11 1.511 　 　　 1 本報告
吹上遺跡調査区東壁・9号土坑周辺部・試料T25 1.512 　　　　1 本報告

九州地方北部の広域指標テフラ（後期更新世以降）
鬼界アカホヤ（K-Ah，約7,300年前） 1.505-1.513（1.510-1.512） 町田・新井（2011）

）1102（井新・田町005.1-894.1）前年万３～8.2約，TA（nT良姶
）1102（井新・田町605.1-305.1）前年万５約，1P-jK（１第重九

阿蘇４（Aso-4，約8.5～９万年前） 1.506-1.510（1.508） 町田・新井（2011）
）1102（井新・田町994.1-794.1）前年万5.9約，zT-K（原葛界鬼
）1102（井新・田町）015.1（115.1-705.1）前年万5.01約，atA（多阿
）1102（井新・田町915.1-415.1）前年万3.31～31約，3-osA（３蘇阿

屈折率の（）：modal range．本報告：温度変化型屈折率法（壇原，1993）．
町田・新井（2011）：温度一定型屈折率測定法（新井，1972，1993）．

表１　調査区東壁のテフラ検出分析結果
物鉱重スラガ山火　　　　　　石軽　　料試点地

　　量 　　色調 　　最大径 量 形態 色調 (不透明鉱物以外）
9号土坑周辺部 T3 （*） md 淡灰 am＞opx

T5 （*） md 淡灰 am＞opx
T9 am＞cpx
T11 am＞cpx
T13 xpc＞ma灰dm）*（
T25 xpc＞ma灰dm*

9号土坑南地点 T3 xpc＞ma灰dm）*（
T4 am＞cpx
T7 xpc＞ma灰dm）*（
T9 am＞cpx
T11 * md 褐，灰 am＞opx

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない，（*）：とくに少ない．最大径の単位：mm．
bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，sc：スコリア型，ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，bi：黒雲母．第 18 図　地質柱状図

調査区東壁・9号土坑周辺部

調査区東壁・9号土坑南地点

第 1表　調査区東壁のテフラ検出分析結果

第 19 図　調査区東壁のテフラ組成ダイアグラム

第 2表　調査区東壁の火山ガラス比分析結果 第 3表　調査区東壁の重鉱物組成分析結果

第 4表　屈折率測定結果

●：テフラ分析試料の層位

Ｔ数字：テフラ分析の試料番号

9号

9号

中世以降に陥没を埋めた土

（弥生時代と中世の遺物を含む）

9 号土坑周辺部
0 050 50100％ 100％

火山ガラス比 重鉱物組成

9号土坑南地点

試料T3

試料T5

試料T9

試料T11

試料T13

試料T25

試料T3

試料T4

試料T7

試料T9

試料T11

バブル型（透明）

バブル型（淡褐色）

バブル型（褐色）

中間型

軽石型（スポンジ状）

軽石型（繊維束状）

軽鉱物

重鉱物

その他

カンラン石

斜方輝石

単斜輝石

角閃石

黒雲母

不透明鉱物

その他

阿蘇4火砕流堆積物(Aso-4 Pfl )

阿蘇4火砕流堆積物(Aso-4 Pfl )
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 表１　吹上遺跡調査区東壁における植物珪酸体分析結果
 検出密度（単位：×100個/g）

地点・試料 
3P    2P    1P    2P    1P    名学　群類分   

 イネ科 Gramineae
　 イネ   Oryza  sativa 122
　 キビ族型   Paniceae type 26
　 ススキ属型   Miscanthus type 64
　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 127
 タケ亜科 Bambusoideae
　 メダケ節型   Pleioblastus sect. Nipponocalamus 5
　 ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 16
　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 16
　 ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 16
　 未分類等   Others 37
 その他のイネ科 Others
   表皮毛起源   Husk hair origin 16
   棒状珪酸体   Rodshaped 90 6
   未分類等   Others 159 18 13 6
 樹木起源 Arboreal
   その他   Others 5
 植物珪酸体総数　 Total 699 24 13 6 0

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏/㎡･㎝）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出
 　イネ   Oryza  sativa 3.58
   ススキ属型   Miscanthus type 0.79
   メダケ節型   Pleioblastus sect. Nipponocalamus 0.06
   ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 0.08
   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.12
   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 0.05

 タケ亜科の比率（％）
   メダケ節型   Pleioblastus sect. Nipponocalamus 20
   ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 25
   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 39
   ミヤコザサ節型   Sasa  sect. Crassinodi 16
　 メダケ率 　Medake ratio 45
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図１　吹上遺跡調査区東壁の植物珪酸体組成ダイアグラム
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表１　放射性炭素年代測定の試料と方法

　  試料名 試料採取地点・試料  重量     　　    前処理                     測定方法

TNH-247FB*1 試料B（1号土坑覆土中炭化物） 0.25g    　　　　酸-アルカリ-酸洗   　      加速器質量分析（AMS）法
TNH-248FD 試料Ｄ（1号土坑覆土基底部炭化物） 0.9g    　　　　酸-アルカリ-酸洗   　      加速器質量分析（AMS）法
*1：FAの代替試料．純度やや不良．

表２　放射性炭素年代測定結果

　　　試料 　　　未補正 14C年代（y BP） 　 δ13C    補正  14C年代（y BP） 号番定測)DA/CB laC( 代年正較年暦 
TNH-247FB      　　   2170±30   -24.07         　2190±30   95.4％確率 Beta-581786

 （95.4％）：369－165 cal BC  （2318－2114 cal BP ）

  68.2％確率
 （43.7％）：354－283 cal BC  （2303－2232 cal BP ）
 （20.4％）：231－195 cal BC  （2180－2144 cal BP ）
 （4.1％）　：186－178 cal BC  （2135－2127 cal BP ）

TNH-248FD      　　   2220±30   -24.27         　2230±30   95.4％確率 Beta-578776
 （74.6％）：328-204 cal BC  （2277－2153 cal BP ）
 （20.8％）：384-339 cal BC  （2333－2288 cal BP ）

  68.2％確率
 （58．2％）：300－211 cal BC  （2249－2160 cal BP ）
 （10％）　　：367－351 cal BC  （2316－2300 cal BP ）
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第 5表　調査区東壁における植物珪酸体分析結果

第 21 図　各試料の暦年較正曲線

第 20 図　調査区東壁の植物珪酸体組成ダイアグラム

第 6表　放射性炭素年代測定の試料と方法

第 7表　放射性炭素年代測定結果

9号

中世以降に陥没を
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（弥生時代と中世

の遺物を含む）
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イネ イネ イネ（側面）

キビ族型 ススキ属型 ススキ属型

ウシクサ族Ａ ネザサ節型 チマキザサ節型

ミヤコザサ節型 表皮毛起源 棒状珪酸体

50μｍ

写真6　植物珪酸体（プラント・オパール）顕微鏡写真
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第9表　出土土器観察表①
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第10表　出土土器観察表②



写真図版１

 

調査区全景（真上から・画面上が北東）

調査区全景（南西から）

 



写真図版２

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 



写真図版３

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 



写真図版４

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



写真図版５

9号土坑上半部　調査区東壁土層

9号土坑下半部　調査区東壁土層



 

写真図版６



 

写真図版７



 

写真図版８
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